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空を映す水田、夕陽に染まる山々、雪の綿帽子。
子どもたちの声や囃子の音色、祭りの賑わい。
人と自然が共生する豊かさ。
自分らしく暮らす豊かさ。

そんな豊かさを未来につなぎ、
このまちで学び育った子どもたちが、
新しい価値観でこれからの豊かさを創造する。

誰もが10年後も笑顔でいられるよう
まちに住む人、関わる人が力をあわせ、
豊かで持続可能なまちを飯南町は目指します。



新規創業等による雇用創出数

子どもの出生数

社会増減数

男性の平均自立期間※

女性の平均自立期間※

住みやすいと感じる住民の割合

雇用の受け皿

子育てしやすい環境

移住 ・定住対策

誰もがいつまでも元気で

活躍できるまち

誰もが住みよいまち ７０％

１.５人
（2020-2023平均）

４人
（2025-2029平均）

２２人
（2020-2023平均）

２５人
（2025-2029平均）

▲４人
（2020-2023平均）

＋１０人
（2025-2029平均）

１９.３年(84.3歳)
（2020-2023平均）

１９.５年(84.5歳)
（2025-2029平均）

２２.４年(87.4歳)
（2020-2023平均）

２４.２年(89.2歳)
（2025-2029平均）

８０％

飯南町が目指す将来像を実現するために、どのようなま
ちづくりを進めていくかを示すための計画です。
この計画では、令和7（2025）年～令和16（2034）年度
までの10年間を計画の期間として、10年後の将来像実
現に向けて施策を進めていきます。
計画は前期5年と後期5年とし、令和11（2029）年に見
直しを行います。
また、この計画は、人口減少や地域経済の活性化など
の課題に対応するための方針を示す、飯南町総合戦略
としての役割を兼ねることとします。
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飯南町総合振興計画とは

2029 年度
（令和 11年度）

2034 年度
（令和 16年度）

2025 年度
（令和７年度）

見直し

前期
（5年間）

まちづくりの将来像を実現するためには、地域の活力が維持され、町の運営
が長期にわたって安定的に保たれるよう、一定の人口規模を確保していく必
要があります。飯南町では人口目標を総合目標として掲げ、それを実現する
ための重点目標を設定し、持続可能なまちの創造に挑戦していきます。

後期
（5年間）

2035 年に約 3,600 人、2045 年に約 3,200 人を維持し、
推計値よりも減少傾向を緩やかにすることを目標とする

令和 17（2035）年

3,600人程度
令和 2（2020）年

総人口 4,577人
令和 27（2045）年

3,200人程度

飯南町は、小さなまちです。
しかし、生命湛える源流があります。
美しい里山があります。
そして、これらの恵みを活かした日々の営みが守られてきました。

私たちが守ってきたこの里山の恵みは、
人々が心豊かな暮らしを実現し、新しい価値を生み出すための源泉となります。

豊かさの“消費”から心の豊かさの“創造”へ、
未来に向かってまだまだ進化していく余白があります。

新しい豊かさの先進地として、
今ここに「小さな田舎からの『生命地域』」をあらためて宣言します。

ま   ち

https://www.iinan.jp/https://www.iinan.jp/
Tel : 0854-76-2864
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▶子育てに関する経済的負担を軽減し、子育てしやすい環境を整えます。

▶飯南病院と連携した病児・病後児保育に取り組みます。

▶教育環境基本計画を策定し、今後の人口減少や少子化に対応できる飯
南町にふさわしい教育環境づくりを進めます。

▶飯南町をフィールドとしたキャリア教育「生命地域学」の充実や、探究過
程の評価指標を構築するなど、飯南高校の魅力化を推進し、他校との差
別化を図ります。

▶関係機関と連携して、特別な支援を要する児童生徒のきめ細かな相談
支援体制をつくります。

▶神楽・囃子・花田植えなどの郷土芸能や、盆踊り、田植え歌、食文化など地
域特有の歴史や伝統行事の継承に取り組みます。

▶担い手確保となる支援制度を充実させ、農業従事者の確保に取り組み
ます。

▶林業振興に取り組む地域商社に伴走し、町産材活用の新たな魅力化に
取り組みます。

▶町内資源の活用やニーズに着目した進出検討企業の掘り起こしを行い
ます。

▶第２創業※や事業承継など、後継者の育成・確保を推進します。

▶現在の宿泊施設のあり方を見直し、住民及び宿泊者の利便性を考慮し
た施設整備に取り組みます。

▶保健福祉センターに設置した「全世代
代の保健・医療・介護・福祉の相談支援

▶病院や診療所、訪問看護ステーション
医療提供を維持します。

▶障がいの有無に関わらず、生きづらさ
括ケアシステムを構築します。

▶高齢者が住み慣れた場所で最期まで
護保険サービスの検討及び見直しを行
提供ができる体制を構築します。

▶医療と福祉が一体的に取り組める環境
た医療福祉拠点の整備に取り組みます
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Ⅳ. Ⅴ.

代型総合相談窓口」で、あらゆる世
援に取り組みます。

ンが連携し、地域の状況に対応した

さを抱える人にも対応できる地域包

で暮らし続けることができるよう、介
行い、地域が一体となってサービス

境及び補完し合える体制を見据え
す。

▶UIターン者が地域に慣れ、安心して新たな生活が迎えられるよう、ニー
ズを把握し各種支援を行います。

▶飯南町の将来を担う人材確保につながる経済的支援制度を検討します。

▶飯南町にルーツのある方や、町外に暮らす出身者との関係を密にし、飯
南町ファン・サポーターとしての関係構築に取り組みます。

▶暮らしが便利になるデジタル技術の活用を進めます。

▶地域の実態に沿って地域防災計画の見直しを行い、行政、関係機関、住
民が連携して生命、身体、財産の保護に取り組みます。

▶エネルギーと経済の地域内循環のための手法として、森林など地域資源
を生かした脱炭素の取組を進めます。

▶住民、事業者、行政が協働し、対話を重視したまちづくりを促進します。

▶集落支援員などまちづくりを推進する人材を配置し、多様な主体が連
携、協働する持続的な地域運営を支援します。

▶地域の仕組みを見直し、少ない人口・世帯で継続できる地域運営の仕組
みを検討します。

▶住民の声や意見を聴き、住民と共有できる仕組みづくりに取り組みます。

▶専門知識を持つ職員の育成・確保や自治体ＤＸの推進を図り、行政サー
ビスの高度化・利便性の向上に取り組みます。
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